
小学校国語科

観点別学習状況の評価と評定への総括について

１ 観点別学習状況の評価の観点ごとの総括

【事例：第３学年「せつ明書を作ろう （全７時間 】（１）単元における観点ごとの評価の総括 」 ）

①評価規準に照らし合わせ、三段階（ａ、ｂ、ｃ）で評価する。また、同時に補助簿等を作成して、児童の
特記事項を記録する。
※評価規準に対して ａ：十分に満足できると判断されるもの

ｂ：おおむね満足できると判断されるもの
ｃ：努力を要すると判断されるもの

②単元の評価を観点ごとに総括する。
・それぞれの観点（上の例の場合「国語への関心・意欲・態度 「書く能力 「言語についての知識・理解・」 」
技能」の三観点）において、評価の総括をする。

観 国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての
点 知識・理解・技能

①説明書を ②これから ③事柄の選 ①大好きな ②まとまり ③仲間の説 ①句読点を ②順序性に具体の
総 総 総評価 書くことへ 気を付けて 択など分か 理由をもと や時間の経 明書のよい 適切に打ち、 気を付けた

の意欲を高 いくとよい りやすい説 にして、料 過により段 ところや直 段落の最初 接続語を適規準
めている。 ことを発表 明について 理名を考え 落を区切り、 した方がよ を一字下げ 切に使って

括 括 括し、書くこ 考えようと ている。 続き方に注 いところを て書いてい いる。

とのめあて している。 意して書い 進んで指摘 る。

をもってい ている。 している。児童
る。氏名

ア Ａ Ａ Ｂa a a b a a b b

イ Ｂ Ｂ Ｂb b a b c b b b

ウ Ｃ Ｃ Ｃc c b c c b c c

（２）学期末における観点ごとの評価の総括

①単元ごとに総括した観点別学習状況の評価を５観点の窓でそれぞれ一覧表にする。
②各観点ごとに学期の総括を行う。

観点 国語への関心・意欲・態度 話す・聞く 書く能力 読む能力 言語についての
能力 知識・理解・技能

み ち 動 せ 話 学 み 話 学 動 せ 学 ち 学 み ち 動 せ 話 学単元名
ん い 物 つ し 期 ん し 期 物 つ 期 い 期 ん い 物 つ し 期
な ち と 明 合 の な 合 の と 明 の ち の な ち と 明 合 の
子 ゃ く 書 お 総 子 お 総 く 書 総 ゃ 総 子 ゃ く 書 お 総
ど ん ら を う 括 ど う 括 ら を 括 ん 括 ど ん ら を う 括
も の す 作 ！ も ！ す 作 の も の す 作 ！
だ か ろ だ ろ か だ か ろ
っ げ う っ う げ っ げ う
た お た お た お

く く く児童
り り り氏名

ア Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

イ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

ウ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ



２ 観点別学習状況の評価から評定への総括

（１）基本的な考え方

評定は、学習指導要領に示す国語科の目標に照らして学習の実現状況を総括的に評価するものである。観点
別学習状況の評価は、評定を行う場合において基本的な要素であり、観点別学習状況の評価と評定は以下のよ
うになる。

観点別学習状況の評価 評 定
十分満足できる Ａ 十分満足できる ３
おおむね満足できる Ｂ おおむね満足できる ２
努力を要する Ｃ 努力を要する １

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語 → 評定
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ → ３

・・・・・・・・・・
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ → ２

・・・・・・・・・・
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ → １

同じ「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」という評価結果についても、それぞれの評価結果が示す実現状況には幅があり、日常」 」
観察や各単元の評価の積み上げから総合的に判断する。

（２）学年末における観点ごとの評価の総括と評定への総括

氏 総括 学期の総括 観点別 評定
名 観点 １学期 ２学期 ３学期 の総括

Ａ Ａ Ａ Ａ国語への関心・意欲・態度
Ａ Ａ Ａ Ａ国語への関心・意欲・態度

児 話す・聞く能力 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ
童 書く納力 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ２
エ 読む能力 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ言語についての知識・理解・技能
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ国語への関心・意欲・態度

児 話す・聞く能力 Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ
童 書く納力 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ １
オ 読む能力 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ言語についての知識・理解・技能


